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(57)【要約】
【課題】　動物飼育施設、下水処理場施設、ごみ処理施
設、魚肉類保管施設などの処理施設から発生する臭気ガ
スを放電極の放電によって発生するプラズマ中に通過さ
せることで、臭気成分に直接電子を作用し臭気成分を直
接分解すると共にプラズマで生成されたラジカルによっ
ても臭気成分を直接分解して脱臭するようにした脱臭装
置に於いては、比較的濃度の高い複合臭に対して十分な
脱臭効果は期待できなかった。そこで本発明はこれらの
要求を十分満足したものを提供しょうとしたものである
。
【解決手段】　吸込み口と吹出し口を形成したハウジン
グ内にプラズマを発生する放電極と放電極の下流側に吸
着フィルタを配置して設け放電極で酸化分解されなかっ
た残り臭気成分を吸着除去するようにすると共に放電極
の汚れを洗浄して再生する洗浄ノズルを配置したことを
特徴としたものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込み口と吹出し口を形成したハウジング内にプレフィルタとプラズマを発生する放電
極と放電極の汚れを洗浄して再生する洗浄ノズルと吸着フィルタとを設けて構成したこと
を特徴とする脱臭装置。
【請求項２】
　プラズマを発生する放電極と吸着フィルタとの間に中性能フィルタあるいは触媒フィル
タを配置したことを特徴とする請求項１の脱臭装置。
【請求項３】
　　吸着フィルタは直方形状の中空枠と中空枠内にジグザグ状に気密に取り付けた吸着パ
ネルとから構成されていることを特徴とする請求項１の脱臭装置。
【請求項４】
　吸着パネルはパネルケースとパネルケース内に充填された吸着剤とから構成されたこと
を特徴とする請求項３の脱臭装置。
【請求項５】
　吸着剤は粒状、微粒子状あるいは繊維状の基材にグラフト重合や薬品添着によりイオン
交換基を形成したものであることを特徴とする請求項４の脱臭装置。
【請求項６】
　触媒フィルタは常温金属触媒を主原料としたセラミック体をハニカム形状に焼成して構
成したことを特徴とする請求項２の脱臭装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は動物飼育施設、下水処理場施設、ごみ処理施設、魚肉類保管施設などの処理施
設などから発生するガス中の不快な臭気成分を効率よく除去できるようにした脱臭装置。
【背景技術】
【０００２】
　動物飼育施設、下水処理場施設、ごみ処理施設、魚肉類保管施設などの処理施設などか
ら発生する臭気ガスは環境の高まりから、それらの施設より屋外へと排出される臭気を効
率よく除去する確実な脱臭の要求が求められている。特に、臭気ガスには臭気成分として
アンモニア、モノメチルアミン、トリメチルアミンなどの塩基性成分や硫化水素、硫化メ
チル、メチルメルカプタンなどの硫黄系あるいはＶＯＣ、他有機系臭気成分が含まれてい
るため、これらの臭気成分を除去する必要がある。
【０００３】
　これらの臭気成分を含む臭気ガスの脱臭方法としては、活性炭吸着法、薬液洗浄法、生
物脱臭法、オゾン脱臭法、光触媒法など各種のものが知られており、最近では活性炭吸着
法、光触媒法が多く用いられている。活性炭吸着法は臭気成分を含有した被処理ガスの流
通路を横切る形で、活性炭あるいは薬品を添着した添着活性炭を充填した塔あるいは層を
配置し臭気ガス中の臭気成分を吸着除去する方法である。また光触媒法はセラミック製ハ
ニカムに光触媒薄膜をつけたハニカム体を配置し臭気ガス中の臭気成分を吸着除去する方
法である。
【０００４】
　しかし活性炭吸着法は一般にイニシャルコストは比較的安く、臭気成分の除去は比較的
確実であるが、臭気成分の濃度によっては吸着剤の交換を頻繁に行う必要があることから
、ランニングコストに費用がかかり過ぎることが懸念されている。
【０００５】
　一方、光触媒法は反応分解速度が遅く、出口ガス濃度が高くなったり、また触媒面に水
分が付着したり、硫黄などが付着したりして触媒が劣化し性能が低下してしまうという問
題を有している。
【０００６】
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　また、最近では上記脱臭とは異なる新しい方法として、放電を利用したプラズマ脱臭法
が検討されている。この方法は被処理ガスがプラズマ放電極を通過した時点で、放電極か
ら発生した活性なラジカルによって臭気成分を酸化分解し、脱臭しょうとしたものである
。
【０００７】
　しかし、この方式では未反応の臭気成分が放電極を通過してしまったり、放電によって
放電極に硫酸アンモニウム、硝酸アンモニウムなどの分解困難な物質が多く付着してしま
って、プラズマ放電による活性なラジカルの発生が十分でなく、このため臭気成分の酸化
分解が難しくなって、脱臭が十分でないといった問題があった。
【０００８】
【発明の概要】

【発明が解決しょうとする課題】
【０００９】
　そこで本発明はこれらの課題を解決しょうとしたもので、第１の目的は動物飼育施設、
下水処理場施設、ごみ処理施設などの処理施設から発生する比較的濃度の高い複合臭を脱
臭しようとしたものである。
【００１０】
　もう一つの本発明の目的は処理施設から発生する比較的濃度の高い複合臭に対し優れた
脱臭効果を発揮すると共に運転コストの低減を図ったものである。
【００１１】
　もう一つの本発明の目的は処理施設から発生する複合臭に含まれたちりやほこりを除去
しょうとしたものである。
【００１２】
　もう一つの本発明の目的は除菌効果と付着菌・カビなどの抗菌・殺菌効果をそなえるこ
とにより、カビ・他の微生物類の除去と殺菌・脱臭効果を可能にしょうとしたものである
。
【００１３】
　もう一つの本発明の目的は長時間に亘って優れた脱臭性能を維持することができるよう
にしたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の第１の解決手段は、吸込み口と吹出し口を形成したハウジング内にプレフィル
タとプラズマを発生する放電極と放電極の汚れを洗浄して再生する洗浄ノズルと吸着フィ
ルタ設けて構成したことを特徴とする脱臭装置を提供しょうとしたものである。
【００１５】
　本発明の第２の解決手段は、プラズマを発生する放電極と吸着フィルタとの間に中性能
フィルタあるいは触媒フィルタを配置したことを特徴としたものである。
【００１６】
　ここで放電極は、ガス中の分子や電子に極短パルスまたは高周波の高電界を印可して電
子のみを加速して電子なだれを発生させることで得られるイオンや電子を豊富に含むガス
の状態すなわちプラズマを発生する機能を有している。そして電極に送られた臭気ガス中
で高圧放電により解離エネルギーを与えることによりラジカルを発生させる。すなわち、
放電により空気中に放出された電子が酸素、水分、臭気ガス中の気体分子に衝突し分子を
活性化させる。その活性分子の一部は解離してラジカルとなり、臭気ガス中の臭気成分を
酸化分解したり、あるいはオゾンを発生させるものと考えられる。ラジカルにより生成さ
れたオゾンも臭気成分の処理に貢献するものと考えられる。また、放電そのものの有する
エネルギーによっても臭気成分の酸化分解が行われる。
【００１７】
　放電極にはパルス放電極式と沿面放電極式の２種類あり、パルス放電極式は大容量の臭
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気ガスに適用され、その原理は空間放電によって発生するプラズマ中に臭気ガスを通過さ
せることで、臭気分子に直接電子が作用し臭気分子を直接分解すると共にプラズマで生成
されたラジカルによっても臭気分子が直接分解される。さらに、ラジカルと同時にオゾン
も生成されこのオゾンによって臭気成分が強烈に酸化分解される。
【００１８】
　次に、沿面放電極式は小容量の臭気ガスに適用され、その原理は誘電体に沿った沿面放
電によって発生するプラズマで生成されたラジカルが臭気分子に直接作用し臭気分子を直
接分解する。さらに、ラジカルと同時にオゾンも生成されこのオゾンによって臭気分子が
強烈に酸化分解される。
【００１９】
　さらに放電極に向かって複数個の洗浄ノズルが配置され、放電極の放電により生じた活
性ガスと酸化反応したときに、硫黄が析出したり塩が生じ、しかもこれらの物質はガスと
して離脱せずに電極上に残留するため、電極自身の処理能力が低下し脱臭効果が落ちるの
を防止するため、電極に洗浄液を噴出し電極面を洗浄するようになっている。
【００２０】
　次に吸着フィルタは直方形状の中空枠と中空枠の内部に気密にジグザグ状に取り付けた
吸着パネルから構成されている。
【００２１】
　また、吸着パネルは四辺形枠の両面にパンチング板を貼着して構成したパネルケースに
吸着剤を充填して構成したものである。
【００２２】
　そして、吸着パネルへの吸着剤の取替えはパネルケースの上方を蓋にして、上方から吸
着剤を出し入れするようになっている。
【００２３】
　さらに吸着剤は基材にグラフト重合や薬品添着によりイオン交換基が付与された粒状あ
るいは微粒子状をなしている。基材としては吸着性のある物質でイオン交換基をグラフト
重合できるもので良く、例えば活性炭、シリカゲル、ゼオライトといった無機質多孔性体
や、バルブ、高分子多孔性体などの有機質多孔性体などが採用される。また繊維状活性炭
、イオン交換不織布なども採用される。
【００２４】
　また、イオン交換基としては、酸性ガスや酢酸ガスなどの有機酸を化学的に吸着するア
ニオン交換基とアンモニアなどのアルカリ性ガスを吸着するカチオン交換基が挙げられる
。そして、アニオン交換基は強塩基性の４級アンモニウム基、弱塩基性の４級アンモニウ
ム基、弱塩基性の３級アミン、２級アミン、苛性ソーダなどが使用され、カチオン交換基
はスルホン酸基、カルボキシル基、リン酸基、水酸化カリウムなどが使用される。
【００２５】
　これらの交換基を基材にグラフト重合する方法としては、従来公知のグラフト重合法が
採用でき、例えば紫外線あるいはプラズマ、電離線などを照射して基材にラジカルを発生
させ、所定の交換基を重合させて形成することができる。
【００２６】
　さらに前記ハウジングの臭気ガス吸込み口にはプレフィルタがフィルタ保持枠に係止ツ
メなどを介して取り付けられている。
【００２７】
　そして、そのプレフィルタはガラス繊維あるいは不織布あるいはポリエステル繊維、ポ
リアミド繊維、ポリオレフィン繊維、レーヨン繊維などの合成繊維を湿式抄紙法や乾式法
、スパンボンド法、メルトブロー法などで形成した１枚の濾材シートをフィルタ枠に取り
付けたものである。また、前記プレフィルタは平均除じん効率が重量法で６０～９０％で
あることが望ましい。
【００２８】
　さらに中性能フィルタは繊維径が６μｍ以下（中心繊維径：３．５μｍ前後）で且つ繊
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維重量の９３重量％以上のガラス繊維あるいは不織布あるいはポリエステル繊維、ポリア
ミド繊維、ポリオレフィン繊維、レーヨン繊維などの合成繊維の単独あるいは適宜混合し
て湿式抄紙法や乾式法、スパンボンド法、メルトブロー法などで形成した１枚の濾材シー
トをジグザグ状に折り畳んでフィルタ濾材とし、この濾材間に適宜材質のセパレータを挟
んだりジグザグ状に折り畳んだろ材間に塗布したビードでろ材同志が密着しないように剛
性をもたせて固定し上下にパッキンを取り付けて気密性を持たせてセル型に形成したもの
である。そして前記高性能フィルタの濾材シートはシートの厚みが０．２～２．０ｍｍで
、粒径０．３μｍの粒子に対して３０～７０％の捕集効率を有したものが好ましい。また
重量法６０～７０％のフィルタを目的に応じて使用しても良い。
【００２９】
　上記効率や数字は各段のフィルタ配置によって種々変更されても何ら要旨を変更するも
のではない。
【００３０】
　さらに、触媒フィルタは常温金属触媒や吸着剤を主原料に用いた無数の微細孔を有する
セラミック体をハニカム状に成形・焼成したもので、セラミック体をハニカム状に成形す
ることで、臭気成分の接触面積の１０倍以上になり、これにより臭気ガスを通気するだけ
で効率よく脱臭することができる。さらに主原料である吸着剤が有するものでさまざまな
大きさの臭気成分を補足・吸着し、臭気が高負荷のときは臭気を一担補足し、低負荷のと
きは徐々に分解あるいは希釈放出作用を促す。そして脱臭のしくみは、通気中に含まれる
臭気成分がフィルター面に接触し微細孔に吸収されると、ラジカルあるいは材料中の触媒
作用により酸化分解が行われ、無臭・低臭気成分に変化する。これらは徐々に微細孔から
放出されフィルター表面は再び臭気成分の吸収・分解が行われる。
【００３１】
　上記課題解決手段による作用は次の通りである。まず、動物飼育施設や下水処理場施設
などの施設から発生した臭気ガスは別に配置された送風機の吸気運転によりハウジングの
吸込み口よりプレフィルタを経由してハウジング内へ吸入される。ここで臭気ガス中に含
まれたごみやちりなどはプレフィルタにて除去される。そしてごみやちりなどが除去され
た臭気成分は数ＫＶの高電圧に印可された放電極を通過する。この時、放電極からはコロ
ナ放電が発生しプラズマ状態が作り出されているため、悪臭ガスは発生した酸素ラジカル
や水酸基ラジカルによって酸化分解され清浄空気となる。しかし、それでも通り抜ける悪
臭ガスは吸着フィルタに吸着され確実な清浄空気となってハウジングの吹出し口より排出
される。そして、放電を繰り返すことにより放電極に汚染物が付着し放電現象が起こりに
くくなってくるが、放電極の直近に洗浄ノズルを配置しているので、洗浄ノズルを駆動す
ることにより放電極の洗浄再生が確実に行われる。以上のような操作を繰り返すことによ
り汚染源から発生する臭気ガスの脱臭および除じんが確実に行われる。
【００３２】
　下水処理場施設、ごみ処理施設などの比較的高濃度の複合臭、また臭気濃度の変動が大
きい処理施設から発生する悪臭ガスの場合、放電極と吸着フィルタの間に触媒フィルタを
介在して配置することにより放電部で処理しきれなかった未反応の臭気成分を触媒フィル
タに吸着し、この触媒フィルタに吸着された臭気成分に前記放電で生じた活性分子を反応
させて臭気成分との酸化反応を促進させることで、脱臭効率を高めるようにしている。
【００３３】
　動物飼育施設から発生する臭気ガスの場合は動物自体の臭気と動物のし尿にもとづくた
め、臭気ガス中に粘着性のごみやちりなどが多く含まれていることから放電極と吸着フィ
ルタの間に中性能フィルタを設け、吸着フィルタの寿命を延ばすと共に臭気ガスの脱臭お
よび除じんがより確実に行われるようにしている。
【発明の効果】
【００３４】
　上述したように、本発明の脱臭装置は次のような効果が得られる。
（１）本発明の脱臭装置は吸込み口と吹出し口を形成したハウジング内にプレフィルタと
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プラズマを発生する放電極と放電極の汚れを洗浄して再生する洗浄ノズルおよび吸着フィ
ルタとから構成したので、構造が非常に簡単に出来ていて取り扱いが容易である上、設置
スペースを小さくでき現地設置の簡素化が図れる。
（２）高濃度で且つ臭気濃度の変動が大きい処理施設の臭気ガスに対しても脱臭効果がよ
り確実である。
（３）臭気成分を放電で発生させたプラズマ作用でのラジカル、オゾンによって酸化分解
するので、脱臭多成分に有効である上、殺菌効果があることからカビ、細菌類、有害ガス
対策にも好適である。
（４）放電極の汚れを洗浄再生する洗浄ノズルを設けたので、脱臭装置の放電極の脱臭性
能を長期に維持させることができる。
（５）脱臭装置の運転はスイッチのオン／オフのみであり、運転操作は非常に容易である
。また吸着フィルタの交換も従来に比べ何倍も持つようになり、ランニングコストも安く
なる上、低運転コストで長期間安定した処理を行うことができる。
（６）脱臭装置の運転を停止している間も特性劣化がなく常に安定した性能で運転できる
。
（７）放電極と吸着フィルタの間に中性能フィルタを設けたので、臭気ガス中にごみやち
りなどが多く含まれていても、吸着フィルタの寿命が延びると共に脱臭および除じんが確
実である。
（８）放電極と吸着フィルタの間に触媒フィルタを設けたので、複合および高濃度の臭気
ガスが含まれていても吸着フィルタの寿命が延びると共に臭気ガスの脱臭および除じんが
確実である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施例１を示す１部切欠いた概略図。
【図２】本発明の実施例２を示す１部切欠いた概略図。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下本発明の脱臭装置について図面を参照して詳細に説明する。
【実施例１】
　動物飼育施設から発生する臭気ガスの脱臭の場合について図１を参照して説明する。１
はハウジングで、ハウジング１の一端に吸込み口２、他端に吹出し口３が形成されている
。吹出し口３にはプレフィルタ４が取り付けられている。
【００３７】
　５は臭気ガス通路中に取り付けた円柱形状の放電極、放電極は数ＫＶの高電圧を印加さ
れることによりコロナ放電を発生させてプラズマ状態を作り出す機能をもっている。
【００３８】
　放電極５の前方には放電極５の汚れを洗浄する洗浄ノズル６が複数個取り付けられてい
る。洗浄ノズル６は供給ポンプによって配管を通して水などの液体を噴出するようになっ
ている。
【００３９】
　放電極５の後方には中性能フィルタ７がガスの通路を横切って取り付けられている。中
性能フィルタ７はで臭気ガス中に含まれたごみやちりの種類や量によってその都度種々選
定される。
【００４０】
　中性能フィルタ７の後方には、イオン交換基をグラフト重合して得られた吸着剤を充填
した吸着パネル８をジグザグ状に枠に取り付けた吸着フィルタ９がガスの通路を横切る形
で取り付けられている。３は清浄空気を排出する吹出し口である。
【００４１】
　実施例１の構造はこのように簡単な構造であるので、ハウジング１に連通した適宜箇所
に設けた送風機の吸気運転により動物飼育施設から発生した臭気ガスはハウジング１の吸
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込み口２よりハウジング１内に取り入れられる。そして取り入れられた臭気ガスはまずプ
レフィルタ４にてちりやほこりなどの比較的大きなダストが除去される。
【００４２】
　次にちりやほこりなどが除去された臭気ガスは数ＫＶの高電圧を印加された放電極５を
通過するが、この時点で放電極５からはコロナ放電が発生しプラズマ状態が作り出されて
いるため、放電によりハウジング１内に放出された電子が臭気ガス中の臭気成分に衝突し
、これらの分子を活性化させる。その活性分子の一部は解離してラジカルとなり、臭気ガ
ス中の臭気成分を酸化分解したり、あるいはオゾンを生成する。ラジカルにより生成され
たオゾンも臭気成分を酸化させ動物飼育施設から発生した臭気成分はほぼ完全に脱臭除去
される。
【００４３】
　さらに、放電極５で酸化分解されなかった残りの臭気成分やオゾンは放電極よりの下流
にあるラフフィルタ７を通過して、吸着フィルタ９に送られる。
【００４４】
　そして、吸着フィルタ９の吸着剤のイオン交換基の化学反応および微細孔に補足された
臭気成分はラジカルとの反応作用によって、残りの臭気成分やオゾンは吸着分解され、清
浄空気となって吹出し口３より排出される。
【００４５】
　この際、ラフフィルタ７は放電極５にて酸化分解された比較的細かな粒子を除去し、吸
着フィルタ９の目詰を防止すると共に排出される清浄空気をより一層清浄化する。
【実施例２】
【００４６】
　下水処理場施設、ごみ処理施設などから発生する比較的高濃度の複合臭を含んだ臭気ガ
スの場合について図２を参照して説明する。実施例１との違いは実施例１に使用したラフ
フィルタ７に変えて、無数の微細孔を有するセラミック体をハニカム状に成形・焼成した
触媒フィルタ１７を採用した点で、その他の構成要件は実施例１と同じなので、図２には
同じ番号を示す。また、実施例１との違いは触媒フィルタ１７だけであることから、実施
例２の作動については触媒フィルタ１７のみについて説明する。
【００４７】
　すなわち、触媒フィルタ１７は放電極５で酸化分解されなかった残りの臭気成分やオゾ
ンを触媒作用によって酸化分解を行い、比較的高濃度で複合臭の悪臭ガスに対しても対応
可能にしたものである。
【００４８】
　次に、実施例１、２の場合も放電極５の放電を繰り返すことにより放電極に汚染物が付
着し放電現象が起こりにくくなってくるが、放電極の直近に必要に応じ間欠的な作動をす
る洗浄ノズル６を配置しているので、洗浄ノズルを駆動することにより放電極の洗浄再生
が確実に行われる。以上のような操作を繰り返すことにより汚染源から発生する臭気ガス
の脱臭および除じんが確実に行われる。
【００４９】
　尚、本実施例では本発明の一実施例を述べたもので、これに限定することなく、種々変
更しても何ら本発明の要旨を変更するものではない。また、食品化工施設やし尿処理場、
飼料・肥料製造工場用の脱臭装置として採用しても何ら本発明の要旨を変更するものでは
ない。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　放電極から発生したコロナ放電でプラズマ状態を作り出し、この時放出された電子やラ
ジカルを動物飼育施設や下水処理場施設あるいはごみ処理施設、魚肉類保管施設などから
発生する臭気ガス中の臭気成分に衝突し、これらの成分を酸化分解して臭気成分をほぼ完
全に脱臭除去すると共に放電極で酸化分解されなかった残りの臭気成分やオゾンを放電極
より下流にある吸着フィルタで吸着除去しようとしたもので、実用上はなはだ大なるもの
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である。
【符号の説明】
【００５１】
１・・・ハウジング　　　２・・・吸込み口　　　３・・・吹出し口
４・・・プレフィルタ　　　５・・・放電極　　　６・・・洗浄ノズル
７・・・中性能フィルタ　　　８・・・吸着パネル
９・・・吸着フィルタ　　　１７・・・触媒フィルタ

【図１】

【図２】
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